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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
両
親
が
偽
造
パ
ス
ポ
ー
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で
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入
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し
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フ
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対
応
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
。
以
下
「
入
管
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
条
に

規
定
す
る
い
わ
ゆ
る
在
留
特
別
許
可
は
、
入
管
法
第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
退
去
強
制
事
由
に
該
当
す
る
外
国
人
に
つ
い

て
、
入
管
法
第
四
十
九
条
第
一
項
に
定
め
る
異
議
の
申
出
に
理
由
が
な
い
と
認
め
る
場
合
で
も
、
法
務
大
臣
の
裁
決
の
特

例
に
よ
っ
て
、
当
該
外
国
人
に
与
え
ら
れ
る
在
留
の
許
可
を
い
う
。

二
に
つ
い
て

在
留
を
特
別
に
許
可
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
事
案
ご
と
に
、
在
留
を
希
望
す
る
理
由
、
家
族
状
況
、
生
活

状
況
、
素
行
、
内
外
の
諸
情
勢
、
人
道
的
な
配
慮
の
必
要
性
、
更
に
は
我
が
国
に
お
け
る
不
法
滞
在
者
に
与
え
る
影
響

等
、
諸
般
の
事
情
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
判
断
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
子
に
つ
い
て
、
本
国
で
の
社
会
生
活
、
教
育
面
等
で

相
当
の
困
難
が
伴
う
と
認
め
ら
れ
る
な
ど
し
て
在
留
を
特
別
に
許
可
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
、
当
該
子
の
監
護
・
養

育
の
観
点
か
ら
、
そ
の
親
に
対
し
て
も
在
留
を
特
別
に
許
可
し
た
例
は
あ
る
。

一



三
及
び
四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
一
家
の
三
人
に
対
し
て
は
、
既
に
平
成
十
八
年
十
一
月
二
十
日
に
退
去
強
制
令
書
が
発
付
さ

れ
て
お
り
、
加
え
て
、
こ
れ
ら
の
三
人
が
提
起
し
た
退
去
強
制
令
書
発
付
処
分
取
消
訴
訟
に
お
い
て
も
国
側
の
処
分
は
適

法
で
あ
る
旨
の
判
断
が
な
さ
れ
確
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
本
来
、
こ
れ
ら
の
三
人
は
自
国
す
な
わ
ち
フ
ィ
リ
ピ
ン

に
帰
国
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
御
指
摘
の
長
女
に
つ
い
て
は
、
両
親
か
ら
、
正
規

に
在
留
す
る
叔
母
の
監
護
・
養
育
の
下
で
引
き
続
き
学
業
を
継
続
さ
せ
た
い
と
の
申
出
が
あ
り
、
長
女
も
こ
れ
を
強
く
希

望
し
、
右
の
叔
母
の
適
切
な
監
護
意
思
等
が
確
認
で
き
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
在
留
を
特
別
に
許
可
し
た
も
の
で
あ
る
。

五
及
び
六
に
つ
い
て

御
指
摘
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
一
家
の
両
親
は
、
入
管
法
の
規
定
に
よ
り
、
父
に
つ
い
て
は
退
去
強
制
後
五
年
を
経
過
す
る

ま
で
、
母
に
つ
い
て
は
無
期
限
に
、
そ
れ
ぞ
れ
上
陸
拒
否
事
由
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
と
こ
ろ
、
森
法
務
大
臣
は
、
記

者
会
見
等
に
お
い
て
、
当
該
両
親
が
、
長
女
を
訪
問
す
る
目
的
で
我
が
国
で
の
短
期
間
の
滞
在
を
希
望
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
退
去
強
制
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
後
又
は
一
年
を
待
た
ず
し
て
、
上
陸
を
特
別
に
許
可
す
る
考
え
を
表
明
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

二


